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2009 年 1 月、中米コスタリカの首都、サンホセ市と岡山市の姉妹都市関係は

40 周年を迎えました。これを記念して、2009 年の 2 月 1 日から 6 日まで、高谷岡山市

長を団長とする、24 名の岡山市民親善訪問団がコスタリカを訪問され、数々の心温ま

る交流事業が行われました。 
 

特に、訪問団の到着日当日にサンホセ市役所の主催で行われた「岡山フェステ

ィバル」では、サンホセ市の青少年楽団による日本をテーマとした演奏、プロ集団によ

るコスタリカの民族舞踊、そして岡山市訪問団の方たちによる合唱や盆踊りが披露され、

習字や折り紙の体験コーナーや、コスタリカのアマチュア写真家による岡山市の写真展

示コーナーが多くの家族連れや若者で賑わうなど、訪問団の長旅の疲れをも吹き飛ばし

てしまうほどの盛り上がりを見せ、岡山市訪問団の持参した半被にサンホセ市民が群が

り、あっという間に在庫切れとなりました。フェスティバルの行われた岡山公園

（Parque Okayama）は、岡山市の寄付により、姉妹都市 30 周年を記念して建設され

ました。サンホセ市の近郊に突然ポツリと現れる鳥居が目印で、桃太郎の像やあひるや

鯉の泳ぐ池もあり、日頃からサンホセ市民の憩いの場となっています。 
 

両市は、1969 年、当時の岡﨑平夫岡山市長がサンホセを訪問したことをきっ

かけとして姉妹都市を結びました。その翌年には、在京コスタリカ大使が岡山市を訪れ、

ちょうどその年開催された大阪万博のコスタリカのブースにおける展示品が岡山市に

寄贈されたというエピソードも残っています。近年では、市民ベースでの交流に加え、

94 年に当時のジョニー・アラヤ・サンホセ市長が岡山市 100 周年を記念して訪日、ま

た 97 年には岡山市で、コスタリカに関する展覧会が開かれ、3 万人を超える市民が来

場しました。2005 年には、当時のアベル・パチェコ大統領が、愛知万博「中米の日」

出席のため来日したのを機に、トバル外相等 11 人とともに岡山市を訪問しました。こ

の際、パチェコ大統領は、岡山駅前の広場を「岡山市・サンホセ市友情の広場（サンホ

セスクエア」とする命名除幕式に出席しました。その後も、07 年にはコスタリカでも

最も著名な彫刻家の一人であるエドガー・スニガ氏が、山口県宇部市の彫刻展に出展す

るため訪日した際に岡山市を訪問し、岡山市における彫刻設置のプロジェクトを立ち上

げたり、08 年にはサンホセ市議会議員が「大分国際車椅子マラソン」に出場後、岡山

を訪問し、岡山市の障害を持つ方々と交流したりといった継続的なやり取りが行われて

きました。 
 



今回の岡山市民親善訪問団のサンホセ来訪を記念して、在コスタリカ日本大使

公邸で行われた祝賀レセプションは、こうした40年の交流とそこから生まれた友情の軌

跡を振り返る大変良い機会となりました。岡山に友人を多く持ち、これまでの交流の要

となってきたコスタリカの人々と、岡山市民訪問団とが、思い出話に花を咲かせ、共に

エピソードを語り合って、また岡山に行きたいなぁ、是非来て頂戴ね、と約束を交わし、

日本の懐メロを共に歌う姿は、将来の二都市間の友情が語り継がれ、引き継がれていく

ものであろうことを、確信させるものでした。そして、会場に用意された岡山名産品の

展示コーナーには、備前焼や撫川うちわ、烏城紬クロスや竹久夢二カレンダーに加え、

吉備団子と地元のお酒も並べられ、参加した人々が興味深そうに眺めたり、試食したり

する様子が見られました。 

 
祝賀レセプションではまた、岡山市市民親善訪問団より、2 つの寄付金がコス

タリカ側に引き渡されました。一つは、09 年 1 月 8 日にコスタリカで起き、多くの避

難生活民を出した、マグニチュード 6.2 の地震に対する義捐金で、避難生活を送る人々

の仮設住宅を行う NGO に寄付されました。二つ目は、ヒワコンゴウインコという、絶

滅の危機にあるインコを救うため、同種の営巣木である白アーモンドの木を養木とする

（所有主に対し、伐採しないと約束させる）ための寄付金で、森林保護から動物保護ま

でを幅広く行うNGOに寄付されました。双方ともに、遠いコスタリカの人々に対して、

岡山の市民が特別な思いを寄せていることの証として、深い感謝の言葉を持って受け止

められました。 
 
 サンホセ市と岡山市を往復するには、交通網の発達した今日でも、3 日以上の時間を

費やすこととなります。そのような距離に阻まれることなく、こうして今日まで 40 年

間続いてきた人と人との輪は、サンホセの岡山公園に立つ桃太郎像を証人として、今後

も長年の交流の中から生まれた友情に支えられ、ますます広がっていくことでしょう。 



岡山公園で行われた交流事業の様子（２月１日（日）１１：００～１６：００） 
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サンホセ・岡山姉妹都市提携４０周年祝賀レセプション（2 月 2 日１９：００～） 

 
岡山物産・名物の展示と岡山紹介 DVD の上映 
 

 
岡山市長と平成２０年度叙勲者コン・ウォン博士（岡山大学に留学）の懇談 


